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　４月２２日、令和５年度朝陽地区住民自治協議会定期総会が、朝陽支所２階集会室で開催されました。今年に入りコロナ感染症
も収束に向かっており、対策も緩和され、総数１４８名のうち出席者が９８名、委任状提出者が２２名の総会となりました。
　議事は、令和４年度事業報告、収支決算及び監査報告、令和５年度役員選出、事業計画及び収支予算が出席者の満場の拍
手を受け、承認されました。
　新役員は、会長に竹内正男氏（石渡）、副会長に松本成光氏（北長池）、同古川晴雄氏（桜新町）、会計に斎藤秀雄氏（南堀）、
相談役に萩原高二郎氏（南堀）、監事に川又秀一氏（北堀）、同長谷川陽子氏（北尾張部）及び事務局長に上原悟氏（北堀）が就
任されました。
　今年度も朝陽地区住民自治協議会は、朝陽地区活動拠点の（総合市民センター（仮称））の早期実現、「ウィズコロナ」を踏まえ
た事業の推進及び防災・福祉に強いまちづくりを目指した事業の推進を重点目標に、創意工夫しながら様 な々事業に取り組み、住
み良い朝陽地区を目指し、活動を進めて参ります。

コロナ感染対策の縮小とその先の市民生活
令和５年度の区長会長に選出されました石渡区の竹内正男です。朝陽８地区の皆様どうぞよろしくお願い
ます。
足掛け三年に渡り市民生活に多大な影響を及ぼしたコロナ感染でしたが、今年の５月８日を持って２類か
ら５類に変更され、従来のインフルエンザ同等の扱いに変わりました。
朝陽地区の皆様にもその間に経済的負担・心理的な負担等々大変なご苦労があったとご推察いたします。
さて昨年度は感染対策で中止縮小された事業も多数散見されました、役員の皆様には本年の事業につきましては感染症対
策にできる限り注意を払いながら、従来同様に行っていただきますようお願い致します。
昨今の世情を見ておりますと相変わらず電話で詐欺、徒党を組んでの強盗事件等粗悪な高齢者若年層を狙った事件が頻発
しております。
住民自治協議会としても何か啓発活動をすべきでないかと思っております。
それぞれ役員の皆様方には担当の委員会で大変なご苦労いただいておりますが、世間でいろんな問題となっている事柄に
おいても知恵を絞って啓発活動を行うべきではないかと考えます。
災害は忘れた頃にやってくるなどと申します。昨今の世情を見ますと地震・火事・水害・事件等新聞紙上を賑わしております。
役員一同気を引き締めて役目を果たしていきたいと思いますので８地区の皆様のご支援ご協力をお願い致します。

令和５年度が新体制で始動しました

住自協
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朝陽地区人口：15,002人（ー13）　6,483世帯（ー8）

（内訳） 南屋島 806 人（+1） 北屋島 495 人（-1） 北長池 2,537 人（-18）
 北尾張部2,448 人（-2） 石　渡 2,605 人（-10） 南　堀 2,683 人（+13）
 北　堀 2,613 人（+8） 桜新町 815 人（-4）
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※ 前年度の区長会で推薦し、会長が任命する。

～朝陽地区住民自治協議会定例総会を開催～



　朝陽地区住民自治協議会は、より良い地域づくりを目指し、創意工夫をしながら活動に取り組んでまいりま
す。各部会の事業の概要を説明します。

◆活動方針◆
　住民自治協議会活動の活性化と地域づくりの推進を図ります。
◇活動計画◇
　１．まちづくり計画関連事項の推進
　（１）都市計画道路等朝陽地区関係事業の推進　

東外環状線建設対策委員会・合同委員会においての地区内の道路整備の推進（東北地区道路問題懇話
会等で要望提出）

　（２）公共施設の充実に向けた活動
朝陽総合市民センターの早期建設に向けて朝陽住民の強い要望であることを長野市に継続して働きか
け、併せて朝陽小学校の環境整備促進の要望を行う。

　２．朝陽地区戦没者等追悼式の開催
　　　朝陽地区遺族会との共催により９月２３日（土：祝）に実施予定
　３．「あさひ かがやき事業」の継続
　　　実行委員会と連携し事業を継続（菊芋栽培や朝陽市場の開催等）
　４．地域における男女共同参画の推進
　　　男女共同参画の普及啓発のため男女共同参画セミナーの実施等の研修会を開催
　５．朝陽地区災害情報共有・連絡体制図の適用

◆活動方針◆
　安全・安心なまちづくりを進めるとともに、地域で見守り・地域で支える仕組みづくりを目指した自主防
災、防犯、交通安全等に係る事業を推進します。
◇活動計画◇
　１．防災対策事業の推進
　（１）水害防止用土のう点検整備及び水防訓練

長野市消防局鶴賀消防署東部分署及び長野市消防団朝陽分団の指導・協力を得て実施
　（２）防災研修会・防災講座の開催
　（３）防災施設視察研修会の実施
　（４）防災携帯無線機による区と支所との通信訓練（想定災害）の実施と機器の整備
　２．防犯対策事業の推進
　（１）防犯研修会の開催
　（２）夏季及び年末防犯パトロールの実施（７月・１２月）
　（３）ポスター・立て看板等による啓発活動の実施

「春・夏の地域安全運動」「全国地域安全運動」「年末特別警戒」等のポスター・立て看板を各区と
長野市立朝陽公民館・長野市朝陽支所に掲出し啓発活動を実施

　（４）小学校児童の安心・安全を確保する防犯活動の推進
　３．交通安全対策事業の推進
　（１）交通安全街頭啓発活動の実施（主管：交通安全協会朝陽支部）
　　　　各種交通安全運動において街頭啓発活動への参加・協力
　（２）市道等の白線塗布の実施（主管：交通安全推進委員会）
　　　　各区で行う市道等への白線引き事業の推進と支援

◆活動方針◆
　朝陽地区の生活改善に向けて、住民の意識を高めるとともに、住み良い街づくりを目指し、各区の環境美化
活動を支援していく。また、次世代に向けて地球温暖化防止の啓発活動を推進する。
　新型コロナウイルスの感染状況に応じて対策をとりながら事業を実施する。
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◇活動計画◇
　１．生活環境改善の取り組み
　（１）長野市の５月・１０月の「ごみゼロ運動」に併せ、春・秋に各区ごとに大掃除、河川清掃を実施する。
　（２）各区の需要調査に基づき、清掃用具等を配布する。
　２．ごみ収集適正化、環境整備
　（１）分別ルール等の徹底及び啓発を行う。
　（２）市のごみカレンダーを配布する。
　３．探鳥会・河川敷清掃事業
　　・千曲川河川敷での探鳥会と清掃を実施する。
　４．アメシロ・マイマイガの防除事業
　（１）各区の需要調査に基づき、防除剤等を配布する。
　（２）駆除啓発を行う。
　５．不法投棄防止事業
　　・各区の需要調査に基づき、立て看板（不法投棄・犬の糞害他）、支柱と等を配布する。
　６．ごみ集積所補助事業
　　・各区に「ごみ集積所維持・管理交付金」を交付する。
　７．資源回収報奨事業
　　・育成会・長寿会他団体の資源回収への報奨金を交付する。
　８．視察研修
　　・長野市の環境関連施設（ゴミ焼却場、下水道処理場他）の視察研修を実施する。
　９．温暖化防止活動
　　・地球温暖化防止に関する講座・体験講座については、市政出前講座等を利用して開催する。（年２回）

◆活動方針◆
　社会福祉部会は社会福祉協議会と共に、地域福祉活動を始めとした高齢者福祉や児童福祉等の「支え合う安
心なまちづくり」の活動や福祉事業に取り組んでまいります。
　また、今年度は新型コロナが５類に変更になる等、アフターコロナに向けた新しい生活様式の実践が求めら
れていることもあり、十分な対策を講じつつ「地域共生社会の実現」を目指して、参加される方々が安心して
参加できる環境を目指して福祉活動を進めてまいります。
◇活動計画◇
　昨年度策定されました「第三次地域福祉活動計画」に基づき、地域福祉活動をはじめとした高齢者福祉、児
童福祉を中心とした福祉事業に取り組み、地域住民が抱えている地域課題、生活課題解決への支援・取組みを
進めてまいります。
　今年度は、高齢者福祉、児童福祉、地域福祉（介護者のつどい等）に取り組むと共に、福祉事業による助け
合い・居場所づくり事業等の推進、男性の地域デビュー事業、男性介護者のつどい等の企画・運営を行い、地
域のボランティアの担い手を育成しながら、地区での支え合う居場所づくり活動、こどもの居場所づくり活動
の支援と推進等の事業計画を進めてまいります。

◆活動方針◆
　令和５年度も、これまでの事業を継承しつつ、状況に応じた感染対策を講じながら、地域ぐるみの健康で明
るい社会を目指した活動を行ってまいります。
◇活動計画◇
　１．健康講演会の開催

朝陽地区の皆様の健康維持と増進を目指した健康に関する講演会を開催し、健康寿命の延伸に役立てて
いただきます。

　２．健康講座の開催
軽体操・ボッチャ講習会を開催して、身体を動かすきっかけづくりと健康的なコミュニケーションの活
性化を図ります。

　３．健康推進員研修会の開催
朝陽地区健康推進員の意識の向上と知識の涵養等を目的とした研修会を開催いたします。

　４．健康だよりの発行
朝陽地区の皆様を対象に、健康増進についての意識を高めていただけるような情報紙を発行してまいり
ます。
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　（１）都市計画道路等朝陽地区関係事業の推進　
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　（２）各区の需要調査に基づき、清掃用具等を配布する。
　２．ごみ収集適正化、環境整備
　（１）分別ルール等の徹底及び啓発を行う。
　（２）市のごみカレンダーを配布する。
　３．探鳥会・河川敷清掃事業
　　・千曲川河川敷での探鳥会と清掃を実施する。
　４．アメシロ・マイマイガの防除事業
　（１）各区の需要調査に基づき、防除剤等を配布する。
　（２）駆除啓発を行う。
　５．不法投棄防止事業
　　・各区の需要調査に基づき、立て看板（不法投棄・犬の糞害他）、支柱と等を配布する。
　６．ごみ集積所補助事業
　　・各区に「ごみ集積所維持・管理交付金」を交付する。
　７．資源回収報奨事業
　　・育成会・長寿会他団体の資源回収への報奨金を交付する。
　８．視察研修
　　・長野市の環境関連施設（ゴミ焼却場、下水道処理場他）の視察研修を実施する。
　９．温暖化防止活動
　　・地球温暖化防止に関する講座・体験講座については、市政出前講座等を利用して開催する。（年２回）

◆活動方針◆
　社会福祉部会は社会福祉協議会と共に、地域福祉活動を始めとした高齢者福祉や児童福祉等の「支え合う安
心なまちづくり」の活動や福祉事業に取り組んでまいります。
　また、今年度は新型コロナが５類に変更になる等、アフターコロナに向けた新しい生活様式の実践が求めら
れていることもあり、十分な対策を講じつつ「地域共生社会の実現」を目指して、参加される方々が安心して
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童福祉を中心とした福祉事業に取り組み、地域住民が抱えている地域課題、生活課題解決への支援・取組みを
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域のボランティアの担い手を育成しながら、地区での支え合う居場所づくり活動、こどもの居場所づくり活動
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◆活動方針◆
　令和５年度も、これまでの事業を継承しつつ、状況に応じた感染対策を講じながら、地域ぐるみの健康で明
るい社会を目指した活動を行ってまいります。
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　１．健康講演会の開催
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総務部会　　　　　　　　　　　　　　　　　　部会長　上松 則子（桜新町）

安全・防災部会　　　　　　　　　　　　　　　部会長　上松 則子（桜新町）

環境美化部会　　　　　　　　　　　　　　　　　部会長　竹内 一郎（石渡）

社会福祉部会　　　　　　　　　　　　　　　　　部会長　髙田 知男（南堀）

健康増進部会　　　　　　　　　　　　　　　　　部会長　松宇 正一（南堀）



　朝陽地区住民自治協議会では住民自治傷害保険に加入しています。住自協や各区が主催・共催する活動や諸行事で、
参加した皆さんが傷害を被った事故が対象です。万一、事故が起きたときは、区長に申し出てください。（下記「補償内容」
は現在契約の保険会社のものです）

住民自治傷害保険のお知らせ

〈補　償　内　容〉
 １億円 　（１事故につき）免責なし

 ３００万円

 ２,５００円 　（事故の日から１８０日限度）

 １,５００円 　（同１８０日以内で９０日間が限度）

 １０万円 　（最高限度額）入院８日以上

賠償責任　対人・対物

死 亡 ・ 後 遺 障 害

入 院 日 額

通 院 日 額

傷 害 見 舞 い 費

本社・営業部/〒386-0012 上田市中央2-5-10　　　　  TEL 0268-22-2400　FAX 0268-27-8787
長 野 支 店/〒381-2206 長野市青木島町綱島490-5　TEL 026-283-1108　FAX 026-283-8108

●家具オフィスプランニング　●OA・IT　●文具サプライ

学校の授業がもっとよくわかる！！
学研の個別指導塾

尾張部教室　TEL（026）256-9131　長野市北尾張部385

学校法人
理知の杜 松本国際高等学校

通信制長野学習センター
長野市北尾張部385 赤沼ビル 1F B ☎026-243-1379
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◆活動方針◆
　新型コロナ感染状況は小康状態となるに伴い、規制も緩和され始め社会生活も全面的ではありませんが、少
しずつ元に戻されようとしています。
　また、新型コロナは青少年の様々な面に影響を与えていることも報道されていました。このような状況を踏
まえ、これまでの事業を継承しながら講演会、研修会、スポーツ大会等を通して地域の方々との課題を共有
し、青少年の健全な育成を図り理解を深めるために教育・文化部会は事業を進めて行きます。
◇活動計画◇
　１．青少年育成に関する事業:
　（１）例年のとおり年間を通して ｢あいさつ運動｣ を行います。
　　　　６月と９月は｢あいさつ運動強調月間｣として街頭に立ち声掛け活動を実施します。
　（２）コロナ禍で中止していた｢地域と学校との連携懇談会｣を再開します。
　（３）｢青少年健全育成推進大会｣では、講師を招いて講演会を開催します。
　（４）青少年の街頭巡回指導及び環境浄化活動を実施、朝陽地区の状況を把握します。
　２．児童･生徒等の育成に関する事業:
　（１）朝陽育成会少年野球、朝陽ライズ（少女ソフトボールクラブ）の近隣地域チームとの交流試合を支援

します。
　（２）コロナ禍で中止していた｢朝陽地区綱引き大会｣を再開の予定です。
　３．文化芸術に関する事業:
　（１）朝陽地区の神社･仏閣･史跡等の歴史と文化及び伝統芸能を学び歴史への理解を深めます。
　（２）｢文化財まっぷ～あさひ～｣の改定版の発行を予定しています。
　（３）コロナ禍で中止していた｢朝陽甚句･音頭交流会｣を再開します。　
　４．人権に関する事業:
　（１）｢人権を考える住民集会｣では関係者を招いて講演会を開催、人権問題の理解を深めます。
　５．長野市の関係機関が開催する情報交換会、研修会への参加
　（１）青少年健全育成情報交換会
　（２）青少年健全育成のための巡回活動･環境浄化活動に関する研修会

◆活動方針◆
　学習・文化・芸能及びスポーツ活動を通じて地域住民との親睦と交流を図り、もって地域の発展に寄与する
ため、市立朝陽公民館と連携して次の事業を行います。
◇活動計画◇
　１．敬老会    　９月　９日（土）
　２．第５５回朝陽地区親善球技大会 １０月２９日（日）
　３．第５８回史跡めぐり  １１月１８日（土）
　４．朝陽地区二十歳の成人式※ 　１月　６日（土）
　※平成１５年４月２日から平成１６年４月１日に生まれた方が対象。長野市東部文化ホールで開催します。

　
◆活動方針◆
　広報紙「輝くあさひ」を通じて、朝陽地区の皆様に住民自治協議会や各部会、各区の事業及び活動を理解し
ていただき、これらの活動に積極的に参加いただけるよう親しめる紙面づくりに心掛け、取材及び編集を行い
ます。
◇活動計画◇
　１．「輝くあさひ」を年４回（７月、１０月、１月及び３月）発行します。
　２．朝陽地区住民自治協議会の主要な行事のお知らせ、各部会活動を取材し、掲載します。
　３．朝陽地区８区の行事や文化活動、スポーツ及び話題等を取材し、掲載します。
　４．朝陽地区のホットな情報を取材し、掲載します。
　５．朝陽地区内の事業所等からの依頼により広告を掲載します。

　２月２３日、令和４年度朝陽地区社会福祉大会が３年ぶりに東部文化ホールで開催され、北尾張部の森田保
廣さんによる篠笛演奏で始まり、長年朝陽地区の地域福祉活動に功労された田渕義昌さん（南堀）、丸山年永
さん（北屋島）及び田中ひろ子さん（北堀）の３名の方に福祉功労者として朝陽地区住民自治協議会萩原会長
から表彰状と記念品が贈られました。田渕さんから「公民館、住民自治協議会そして国からの求めに応じて、
その仕事の目的達成のために細やかな微力をして参りました。私ども３人はある時には同じ仕事に目的を達成
するために苦楽を共にしてきた仲間同士というご縁を頂き…」と謝辞がありました。続いて「地域資源を生か
す居場所づくり」をテーマに、常泉寺住職・川中島町公民館長の増田秀晃氏による「川中島町常泉寺カフェへ
の取り組み」の福祉活動事例講演がありました。
　講演で増田氏は「この地区で今度は介護をする女性を支援するのでなく、勿論女性も多いのですが、男性が
中々外に出て悩みを打ち明けられない、となれば男性の介護支援と考え、こうした取り組みが、長野市内で広
められないか、という事が今日の話の内容です。コーヒーを飲んだり、庭の掃除をしたり、和尚の講話をした
り、坐禅を取り入れたりして、自分から語り出す雰囲気創りやピアノ演奏、歌など地域の人たちが参加してア
トラクションの催し、企画も考えながら、３分の２の時間は、周りのスタッフが医療態勢、或いは支援体制、
或いはこれからの事など悩みを聞くワークショップの様な形式を取り入れながら実践しているところで、コー
ヒーを飲みながら情報交換をしてゆっくりとした時間を過ごして頂くことが一つの狙いとなっています。又、
川中島住民自治協議会と川中島公民館が共催している「川男塾」がありますが、毎年１０人位の希望者があっ
て、皆さんは色々な体験を通して集まってくれる方で、川中島町の道標になって頂くためのリーダーを育てる
のが、最終目標です。」など話されました。

教育・文化部会　　　　　　　　　　　　　　　　部会長　杉本 詔守（北堀）

公民館部会　　　　　　　　　　　　　　　　　　部会長　土屋 清人（南堀）

広報部会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部会長　早川 球喜（石渡）
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参加した皆さんが傷害を被った事故が対象です。万一、事故が起きたときは、区長に申し出てください。（下記「補償内容」
は現在契約の保険会社のものです）

住民自治傷害保険のお知らせ

〈補　償　内　容〉
 １億円 　（１事故につき）免責なし

 ３００万円

 ２,５００円 　（事故の日から１８０日限度）

 １,５００円 　（同１８０日以内で９０日間が限度）

 １０万円 　（最高限度額）入院８日以上

賠償責任　対人・対物

死 亡 ・ 後 遺 障 害

入 院 日 額

通 院 日 額

傷 害 見 舞 い 費

本社・営業部/〒386-0012 上田市中央2-5-10　　　　  TEL 0268-22-2400　FAX 0268-27-8787
長 野 支 店/〒381-2206 長野市青木島町綱島490-5　TEL 026-283-1108　FAX 026-283-8108

●家具オフィスプランニング　●OA・IT　●文具サプライ

学校の授業がもっとよくわかる！！
学研の個別指導塾

尾張部教室　TEL（026）256-9131　長野市北尾張部385

学校法人
理知の杜 松本国際高等学校

通信制長野学習センター
長野市北尾張部385 赤沼ビル 1F B ☎026-243-1379

4 5

◆活動方針◆
　新型コロナ感染状況は小康状態となるに伴い、規制も緩和され始め社会生活も全面的ではありませんが、少
しずつ元に戻されようとしています。
　また、新型コロナは青少年の様々な面に影響を与えていることも報道されていました。このような状況を踏
まえ、これまでの事業を継承しながら講演会、研修会、スポーツ大会等を通して地域の方々との課題を共有
し、青少年の健全な育成を図り理解を深めるために教育・文化部会は事業を進めて行きます。
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　（１）例年のとおり年間を通して ｢あいさつ運動｣ を行います。
　　　　６月と９月は｢あいさつ運動強調月間｣として街頭に立ち声掛け活動を実施します。
　（２）コロナ禍で中止していた｢地域と学校との連携懇談会｣を再開します。
　（３）｢青少年健全育成推進大会｣では、講師を招いて講演会を開催します。
　（４）青少年の街頭巡回指導及び環境浄化活動を実施、朝陽地区の状況を把握します。
　２．児童･生徒等の育成に関する事業:
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　講演で増田氏は「この地区で今度は介護をする女性を支援するのでなく、勿論女性も多いのですが、男性が
中々外に出て悩みを打ち明けられない、となれば男性の介護支援と考え、こうした取り組みが、長野市内で広
められないか、という事が今日の話の内容です。コーヒーを飲んだり、庭の掃除をしたり、和尚の講話をした
り、坐禅を取り入れたりして、自分から語り出す雰囲気創りやピアノ演奏、歌など地域の人たちが参加してア
トラクションの催し、企画も考えながら、３分の２の時間は、周りのスタッフが医療態勢、或いは支援体制、
或いはこれからの事など悩みを聞くワークショップの様な形式を取り入れながら実践しているところで、コー
ヒーを飲みながら情報交換をしてゆっくりとした時間を過ごして頂くことが一つの狙いとなっています。又、
川中島住民自治協議会と川中島公民館が共催している「川男塾」がありますが、毎年１０人位の希望者があっ
て、皆さんは色々な体験を通して集まってくれる方で、川中島町の道標になって頂くためのリーダーを育てる
のが、最終目標です。」など話されました。

教育・文化部会　　　　　　　　　　　　　　　　部会長　杉本 詔守（北堀）

公民館部会　　　　　　　　　　　　　　　　　　部会長　土屋 清人（南堀）

広報部会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部会長　早川 球喜（石渡）
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　４月２２日、令和５年度朝陽地区住民自治協議会定期総会が、朝陽支所２階集会室で開催されました。今年に入りコロナ感染症
も収束に向かっており、対策も緩和され、総数１４８名のうち出席者が９８名、委任状提出者が２２名の総会となりました。
　議事は、令和４年度事業報告、収支決算及び監査報告、令和５年度役員選出、事業計画及び収支予算が出席者の満場の拍
手を受け、承認されました。
　新役員は、会長に竹内正男氏（石渡）、副会長に松本成光氏（北長池）、同古川晴雄氏（桜新町）、会計に斎藤秀雄氏（南堀）、
相談役に萩原高二郎氏（南堀）、監事に川又秀一氏（北堀）、同長谷川陽子氏（北尾張部）及び事務局長に上原悟氏（北堀）が就
任されました。
　今年度も朝陽地区住民自治協議会は、朝陽地区活動拠点の（総合市民センター（仮称））の早期実現、「ウィズコロナ」を踏まえ
た事業の推進及び防災・福祉に強いまちづくりを目指した事業の推進を重点目標に、創意工夫しながら様 な々事業に取り組み、住
み良い朝陽地区を目指し、活動を進めて参ります。

コロナ感染対策の縮小とその先の市民生活
令和５年度の区長会長に選出されました石渡区の竹内正男です。朝陽８地区の皆様どうぞよろしくお願い
ます。
足掛け三年に渡り市民生活に多大な影響を及ぼしたコロナ感染でしたが、今年の５月８日を持って２類か
ら５類に変更され、従来のインフルエンザ同等の扱いに変わりました。
朝陽地区の皆様にもその間に経済的負担・心理的な負担等々大変なご苦労があったとご推察いたします。
さて昨年度は感染対策で中止縮小された事業も多数散見されました、役員の皆様には本年の事業につきましては感染症対
策にできる限り注意を払いながら、従来同様に行っていただきますようお願い致します。
昨今の世情を見ておりますと相変わらず電話で詐欺、徒党を組んでの強盗事件等粗悪な高齢者若年層を狙った事件が頻発
しております。
住民自治協議会としても何か啓発活動をすべきでないかと思っております。
それぞれ役員の皆様方には担当の委員会で大変なご苦労いただいておりますが、世間でいろんな問題となっている事柄に
おいても知恵を絞って啓発活動を行うべきではないかと考えます。
災害は忘れた頃にやってくるなどと申します。昨今の世情を見ますと地震・火事・水害・事件等新聞紙上を賑わしております。
役員一同気を引き締めて役目を果たしていきたいと思いますので８地区の皆様のご支援ご協力をお願い致します。

令和５年度が新体制で始動しました

住自協

朝 陽 地 区 住 民 自 治 協 議 会
（事務局）長野市北尾張部226-9
　　　　　電話・fax 026-219-1068
　　　　　ホームページhttp://asahi-jk.jp

朝陽地区人口：15,002人（ー13）　6,483世帯（ー8）

（内訳） 南屋島 806 人（+1） 北屋島 495 人（-1） 北長池 2,537 人（-18）
 北尾張部2,448 人（-2） 石　渡 2,605 人（-10） 南　堀 2,683 人（+13）
 北　堀 2,613 人（+8） 桜新町 815 人（-4）

＝2023年6月1日現在。（　）内は同年前月比

顧 問
　 同 　

西　脇　かおる
篠　原　茂　光

長野市議会議員
長野市農地利用最適化推進委員

協議会顧問

会 長
副 会 長
　 同 　
会 計
相 談 役
監 事
　 同 　
事 務 局 長

竹　内　正　男
松　本　成　光
古　川　晴　雄
斎　藤　秀　雄
萩　原　高二郎
川　又　秀　一
長谷川　陽　子
上　原　　　悟

令和５年度朝陽地区区長会　会長
令和５年度朝陽地区区長会　副会長
朝陽地区社会福祉協議会　会長
令和５年度　南堀区長
令和４年度朝陽地区住民自治協議会　会長
令和５年度北堀区選出
令和５年度北尾張部区選出
令和５年度北堀区選出

事務局次長 塚　田　金　吉 令和５年度北堀区選出

令和５年度  役員体制

◎
○
○
○
□

桜 新 町
北 堀
南 堀
南 屋 島
桜 新 町

上 松 則 子
藤 澤 忠 雄
槙 納 靖 昌
本　藤　大太郎
村 田 昭 次

◎
○□
○

桜 新 町
北 堀
桜 新 町

上 松 則 子
海 沼 　 宏
中 村 定 寛

◎□
○
○
○
○

南 堀
桜 新 町
南 屋 島
石 渡
北 長 池

高 田 知 男
古 川 晴 雄
本 藤 俊 彦
佐々木　利　明
今 井 寛 明

◎
○
□

石 渡
南 屋 島
北 堀

竹 内 一 郎
梨 本 友 三
大 谷 克 彦

◎
○
○
○
□

北 堀
北 尾 張 部
桜 新 町
石 渡
桜 新 町

杉 本 詔 守
池 田 義 一
相 澤 志 郎
小 山 美 好
上 原 敏 秀

◎
○
□

南 堀
石 渡
北 尾 張 部

松 宇 正 一
野 崎 正 枝
堀 　 健 彦

◎
○
□

石 渡
北 屋 島
北 尾 張 部

早 川 球 喜
原 田 昇 一
久保田　一　臣

◎
○□
○
○

南 堀
石 渡
南 屋 島
北 屋 島

土 屋 清 人
大 津 雅 之
本 藤 英 幸
小 林 清 美

総 務 部 会 安全・防災部会

環境美化部会 社会福祉部会

健康増進部会 教育・文化部会

公 民 館 部 会 広 報 部 会

朝陽地区住民自治協議会 会長 竹内正男

※ 前年度の区長会で推薦し、会長が任命する。

～朝陽地区住民自治協議会定例総会を開催～


